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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　灯機能を有する車両のウィンドウのプラスチックグレージングであって、プラスチック
グレージングが：
　前記プラスチックグレージングの無色透明部分（１０８）を形成する第１の車両ウィン
ドウグレージング部品と；
　半透明又は不透明である、前記プラスチックグレージングのうちの着色された部分（１
１０）を形成する、前記第１の車両ウィンドウグレージング部品上にモールド成形された
第２の車両ウィンドウグレージング部品と；
　灯機能用の灯光を生成するように構成された灯ユニットとを含み、前記灯ユニットが、
前記第２の車両ウィンドウグレージング部品と一体化されており；
　前記プラスチックグレージングが、前記灯ユニットからの灯光を受容するように構成さ
れている導光体をさらに含み、
　前記導光体が、以下の：受容された灯光を、その長さに沿って射出して前記灯機能を提
供すること、前記灯光をその端部に送達して車両の内部に前記灯機能を提供すること、お
よび前記灯光をその端部に送達して前記車両から外部に前記灯機能を提供すること、の一
つを行うように構成されており、
　前記灯ユニットが、以下の：前記第１の車両ウィンドウグレージング部品および前記第
２の車両ウィンドウグレージング部品の少なくとも一つを通してまたはそこから前記灯機
能用の灯光を誘導するようにさらに構成されており、
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　前記プラスチックグレージングが、モールド成形された一体のプラスチック構造であり
；
　前記プラスチックグレージングは、前記灯ユニットを支持するように構成されている筐
体ユニットに取り付けられており、該筐体ユニットは繊維強化ポリマーを含む、プラスチ
ックグレージング。
【請求項２】
　前記灯ユニットが、以下の：前記第１の車両ウィンドウグレージング部品および前記第
２の車両ウィンドウグレージング部品の少なくとも一つの上に支持されており、
　前記ウィンドウが、以下の：フロントウィンドウ、サイドウィンドウ、リアクォーター
ウィンドウ、リアウィンドウ、フロントクウォーターウィンドウ、およびパノラマウィン
ドウの少なくとも一つを含む、請求項１に記載のプラスチックグレージング。
【請求項３】
　前記導光体を保持するように構成された、モールド成形された部品をさらに含み、
　前記モールド成形された部品が、以下の：前記第１の車両ウィンドウグレージング部品
および前記第２の車両ウィンドウグレージング部品の少なくとも一つの中にモールド成形
されている、請求項１または２に記載のプラスチックグレージング。
【請求項４】
　第１の位置において前記導光体から射出された灯光を遮断し、第２の位置において前記
導光体から灯光を射出可能にするよう構成された光遮断機構をさらに含む、請求項１～３
のいずれか一項に記載のプラスチックグレージング。
【請求項５】
　前記第１の車両ウィンドウグレージング部品および前記第２の車両ウィンドウグレージ
ング部品の一つまたは複数の部分がレンズを形成し、前記灯ユニットが、前記レンズを通
して灯光を射出するとともに前記灯機能用の前記導光体を通して灯光を射出するように構
成されている、請求項１～４のいずれか一項に記載のプラスチックグレージング。
【請求項６】
　前記第１の車両ウィンドウグレージング部品および前記第２の車両ウィンドウグレージ
ング部品の少なくとも一つが、前記灯ユニットから受容された灯光を拡散、散乱、または
反射させるように構成された表面を含み、
　前記表面が、以下の：テクスチャ加工された表面およびレーザーマーキングされた表面
の少なくとも一つを含む、請求項１～５のいずれか一項に記載のプラスチックグレージン
グ。
【請求項７】
　前記灯ユニットが、発光ダイオード（ＬＥＤ）を含み、前記ＬＥＤが、以下の：前記第
１の車両ウィンドウグレージング部品および前記第２の車両ウィンドウグレージング部品
の少なくとも一つの中にモールド成形されている、請求項１～６のいずれか一項に記載の
プラスチックグレージング。
【請求項８】
　前記灯機能が、以下の：サイド識別灯、外灯、サイド標識灯、駐車モード灯、ルーフピ
ラー灯、リアクォーターウィンドウ灯、ウェルカム灯、室内読書灯、特注可能な個別の灯
、環境灯、荷室灯、パノラマルーフ灯、ブレーキ灯、転回信号灯、走行灯、後退灯、霧灯
、および安全灯の少なくとも一つを含む、請求項１～７のいずれか一項に記載のプラスチ
ックグレージング。
【請求項９】
　灯機能を有する車両のウィンドウのプラスチックグレージングを製造する方法であって
、
　第１の車両ウィンドウグレージング部品をモールド成形して、前記プラスチックグレー
ジングの無色透明部分（１０８）を形成することと；
　前記第１の車両ウィンドウグレージング部品上にモールド成形された第２の車両ウィン
ドウグレージング部品をモールド成形することと；
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　灯機能用の灯光を生成するように構成された灯ユニットを、以下の：前記第１の車両ウ
ィンドウグレージング部品および前記第２の車両ウィンドウグレージング部品の少なくと
も一つと一体化させることと；
　前記灯ユニットを、以下の：前記第１の車両ウィンドウグレージング部品および前記第
２の車両ウィンドウグレージング部品の少なくとも一つを通してまたはそこから前記灯機
能用の灯光を誘導するように配置させることとを含み、
　前記灯ユニットからの灯光を受容するように構成された導光体を提供することをさらに
含み、
　前記導光体が、以下の：受容された灯光を、その長さに沿って射出して前記灯機能を提
供すること、前記灯光をその端部に送達して車両の内部に前記灯機能を提供すること、お
よび前記灯光をその端部に送達して前記車両から外部に前記灯機能を提供すること、の一
つを行うように構成されており、
　前記プラスチックグレージングは、前記灯ユニットを支持するように構成されている筐
体ユニットに取り付けられており、該筐体ユニットは繊維強化ポリマーを含む、方法。
【請求項１０】
　前記導光体を保持するように構成された部品をモールド成形することをさらに含み、
　前記部品が、以下の：前記第１の車両ウィンドウグレージング部品および前記第２の車
両ウィンドウグレージング部品の少なくとも一つの中にモールド成形されている、請求項
９に記載の方法。
【請求項１１】
　第１の位置において前記導光体から射出された灯光を遮断し、第２の位置において前記
導光体から灯光を射出可能にするよう構成された光遮断機構を配置することをさらに含む
、請求項９または１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記灯ユニットが、発光ダイオード（ＬＥＤ）を含み、前記方法が前記ＬＥＤを以下の
：前記第１の車両ウィンドウグレージング部品および前記第２の車両ウィンドウグレージ
ング部品の少なくとも一つの中にモールド成形することをさらに含む、請求項９～１１の
いずれか一項に記載の方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
技術分野
　本開示は、車両プラスチックグレージング用の点灯システムを有する車両ウィンドウに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　車両、例えばセダン、クーペ、スポーツ多目的車両、バン、ハッチバック、および同種
のものは、典型的には一つまたは複数の、フロント、サイド、クォーター、およびリアウ
ィンドウ構造を含む。さらにそのような車両は、一つまたは複数の灯組み立て体（例えば
、ブレーキ灯、足元灯）を含む。これらの部分品およびその他の部分品は、車両の組み立
てのコストや煩雑さを増やす可能性がある。
【０００３】
　この点に関して、車両における灯組み立て体は、多数のセパレート部品を含む。例えば
、典型的な車両は、例えば、駐車灯、転回指示灯、ブレーキ灯、および同種のものを含め
、いくつか異なるタイプの灯を有していてもよい。それら灯のそれぞれは、多くの部分品
からできていてもよい。これらの部分品は、車両の組み立てのコストや煩雑さを増やす可
能性がある。したがって、米国特許第７，０４８，４２３号（「４２３特許」）で認識さ
れているとおり、部分品の数がもっと少ない点灯組み立て体を有することが望ましい。４
２３特許には、筐体２０２中に封入されて基材２０４上に搭載された複数のランプ２１０
、２１６を含む一体型灯組み立て体であって、この筐体がランプ用のレンズとして働いて
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もよいものが開示されている。灯組み立て体のそのような部分は、車両の全重量、および
車両の製造と組み立ての全体としての煩雑さとコストを増やす可能性がある。従来の灯組
み立て体に伴う上記の問題点は、車両に備わる灯の数が増えるという最近の傾向により悪
化している。例えば、灯が、審美的な目的および多用途の目的のために備えつけられてい
る。
【０００４】
　本開示は、従来技術におけるこれらの問題点や他の問題点を解決することを目的として
いる。
【発明の概要】
【０００５】
　本開示の目的に準拠して、本明細書に具体化され広範に記載されているとおり、この開
示は一態様において、ウィンドウと、プラスチックグレージングを含むウィンドウの点灯
システムとを含む車両部品に関する。
【０００６】
　一態様では、灯機能を有する車両のウィンドウのプラスチックグレージングは、第１の
車両ウィンドウグレージング部品と、第１の車両ウィンドウグレージング部品上にモール
ド成形された第２の車両ウィンドウグレージング部品と、灯機能用の灯光を生成するよう
に構成された灯ユニットとを含み、灯ユニットは、以下の：第１の車両ウィンドウグレー
ジング部品および第２の車両ウィンドウグレージング部品の少なくとも一つと一体化され
ており、さらに灯ユニットは、以下の：第１の車両ウィンドウグレージング部品および第
２の車両ウィンドウグレージング部品の少なくとも一つを通してまたはそこから灯機能用
の灯光を誘導するように構成されており、プラスチックグレージングは、モールド成形さ
れた一体のプラスチック構造であり、第１の車両ウィンドウグレージング部品および第２
の車両ウィンドウグレージング部品の少なくとも一つは、半透明または透明である。
【０００７】
　別の態様である、灯機能を有する車両のウィンドウのプラスチックグレージングを製造
する工程は、第１の車両ウィンドウグレージング部品をモールド成形することと、第１の
車両ウィンドウグレージング部品上にモールド成形された第２の車両ウィンドウグレージ
ング部品をモールド成形することと、灯機能用の灯光を生成するように構成された灯ユニ
ットを、以下の：第１の車両ウィンドウグレージング部品および第２の車両ウィンドウグ
レージング部品の少なくとも一つと一体化させることと、灯ユニットを、以下の：第１の
車両ウィンドウグレージング部品および第２の車両ウィンドウグレージング部品の少なく
とも一つを通してまたはそこから灯機能用の灯光を誘導するように配置させることとを含
み、第１の車両ウィンドウグレージング部品および第２の車両ウィンドウグレージング部
品の少なくとも一つは、半透明または透明である。
【０００８】
　本開示のさらなる態様は、以下に続く記載において部分的に記載されてその記載から部
分的に明らかとなるか、または本開示の実施により学ぶことができる。本開示の利点は、
添付の特許請求の範囲に特に指摘されている構成要素および組み合わせを用いて実行され
達成されることになる。以上の一般的記載および以下の詳細な記載の両方とも、例示およ
び説明のためだけのものであり、本開示を制限するものではなく、特許請求されるとおり
であるということを理解されたい。
【０００９】
　以下の詳細な記載とともに以上の発明の概要は、添付図面と併せて読むとさらによく理
解される。図面には代表的な態様が示してあるのであって、本開示は、開示された特定の
態様および方法に制限されると意図されているものではない。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本開示の態様に準拠する灯組み立て体を有するプラスチックグレージングを用い
て構築されたウィンドウを有する車両を例示する。
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【図２】本開示の態様に準拠するウィンドウの第１の代表的なプラスチックグレージング
の正面図を例示する。
【図３】本開示の態様に準拠する筐体ユニットの正面図を例示する。
【図４】本開示の態様に準拠する点灯システムを有する、図２に示す第１の代表的なウィ
ンドウグレージングの背面図を例示する。
【図５】本開示の態様に準拠する点灯システムを有する、図４に示す第１の代表的なウィ
ンドウグレージングの部分断面図である。
【図６】本開示の態様に準拠する点灯システムを有する第２の代表的なウィンドウグレー
ジングの正面図を例示する。
【図７】本開示の態様に準拠する点灯システムを有する第３の代表的なウィンドウグレー
ジングを例示する。
【図８】図７の第１の態様の部分断面図を例示する。
【図９】図７の第２の態様の部分断面図を例示する。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本開示の態様は、図面を参照することにより詳細に記載されることになるが、その場合
、類似の参照番号は、それ以外に指定のない限り、いくつかの図を通じて同一のまたは対
応する部分品を指し示す。
【００１２】
　本明細書に開示の装置および方法は、一体のモノリシック構造を有するプラスチックグ
レージングを有するウィンドウを提供する。このウィンドウは、一体型締結具、セパレー
ト締結具、ネジ、他のコネクター、または接着剤を用いてウィンドウに取り付けられた灯
組み立て体を支持してもよい。灯組み立て体は、審美的機能および／または多目的機能を
提供する点灯した機能を提供してもよい。車両のセパレート部品の数を減らすために、本
明細書に開示の装置および方法は、一つまたは複数の他の車両部品を含むおよび／または
それらを一体化させる一体型ウィンドウ組み立て体を提供してもよい。例えば、本明細書
に開示のシステムおよび方法は、プラスチックグレージングを有するウィンドウを提供し
てもよい。ウィンドウのプラスチックグレージングは、無色透明な部分を含む熱可塑性ポ
リマーから構築されていてもよい。本明細書に開示の他の装置および方法では、さらなる
車両部品もまた、プラスチックグレージングに含まれていてもよい。そのような部品は、
例えば、灯ユニット用の着色された半透明部分；灯ユニットを支持するための空洞および
固定ユニット（例えば、ネジ穴、フックまたはクリップ）；ロゴまたはその他のマーキン
グ用にテクスチャ加工したおよび／または隆起した領域；および同種のものを含んでいて
もよい。
【００１３】
　本明細書に開示の装置および方法はまた、ウィンドウ、または詳細には、ウィンドウの
プラスチックグレージングを製造する方法を提供する。そのようなシステムおよび方法は
、マルチショット射出モールド成形技術を用いてプラスチックグレージングを製造する方
法を提供してもよい。方法はさらに、一体型締結具、セパレート締結具、ネジ、その他の
コネクター、または接着剤を用いてウィンドウに取り付けられた灯組み立て体を提供する
ことを含む。灯組み立て体は、審美的機能および／または多目的機能を提供する点灯した
機能を提供してもよい。本開示の特定の態様では、ウィンドウのプラスチックグレージン
グは、２ショット射出モールド成形工程を通じて形成してもよい。第１のショットでは、
無色透明の熱可塑性ポリマーを射出して、プラスチックグレージングの殻または輪郭を形
成してもよい。第２のショットでは、着色された熱可塑性ポリマーを射出して、プラスチ
ックグレージング内に一つまたは複数の着色された領域を形成してもよい。
【００１４】
　図１に、本開示の態様に係るプラスチックグレージングおよび灯組み立て体を用いて構
築されたウィンドウを有する車両を例示する。より詳細には、図１に、一つまたは複数の
、フロントウィンドウ１２すなわちフロントガラス、サイドウィンドウ２０、リアクォー
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ターウィンドウ１８、リアウィンドウ１６、フロントクウォーターウィンドウ２２、およ
びムーンルーフ、サンルーフとして知られているパノラマウィンドウ１４、ならびに同種
のものを有する車両１０を例示する。他のタイプのウィンドウが、異なるタイプの車両に
ついても同様に想定される。
【００１５】
　車両１０のウィンドウ１２、１４、１６、１８、２０、２２の一つまたは複数が、灯機
能５０を生成する灯組み立て体を含んでいてもよい。灯組み立て体は、審美的機能および
／または多目的機能を備えた灯機能５０を提供するように実装してもよい。一態様では、
灯組み立て体は、歩行者または他の運転者に向けた警告灯を備えた灯機能５０を提供して
もよい。一態様では、灯組み立て体は、デザイン・インフルエンス（ｄｅｓｉｇｎ　ｉｎ
ｆｌｕｅｎｃｅ）に基づくサイド識別灯を備えた灯機能５０を提供してもよく、そして／
またはブランド・アイデンティティー（ｂｒａｎｄ　ｉｄｅｎｔｉｔｙ）を伴うものであ
ってもよい。一態様では、灯組み立て体は、車両１０の周囲を明るくするように構成され
たウェルカム（ｗｅｌｃｏｍｅ）灯またはカーテーシー（ｃｏｕｒｔｅｓｙ）灯を備えた
灯機能５０を提供してもよい。一態様では、灯組み立て体は、運転者が近づいてきてキー
フォブ（ｋｅｙ　ｆｏｂ）を操作すると車両の外部を明るくする外灯を備えた灯機能５０
を提供してもよい。一態様では、灯組み立て体は、運転者または乗客のためにさらなる灯
光を提供する室内読書灯を備えた灯機能５０を提供してもよい。一態様では、灯組み立て
体は、運転者により特注可能に構成された特注可能な個別の灯を備えた灯機能５０を提供
してもよい。一態様では、灯組み立て体は、他の車両との接続機能に応答して、または身
振りまたは目配せを送ってくる運転者に応答して動作する灯を備えた灯機能５０を提供し
てもよい。
【００１６】
　一態様では、灯組み立て体は、サイド標識灯を備えた灯機能５０を提供してもよい。例
えば、サイド標識灯は、赤色またはコハク色であってもよい。一態様では、電気車両また
はハイブリッド電気車両のバッテリ充電の残量を表示する点灯機能、またはその他の新規
機能を、異なる色、例えば緑色、青色、または同種のものの標識灯を用いて実装してもよ
い。一態様では、灯組み立て体は、全内部反射により反射された灯光を含む反射鏡を備え
た灯機能５０を提供してもよい。一態様では、灯組み立て体は、特注可能な個人向けの色
／陰影効果を有する灯機能５０を提供してもよい。一態様では、灯組み立て体は、要望に
応じた色または複数の色を生成するカメレオン効果を有する灯機能５０を提供してもよい
。一態様では、灯組み立て体は、複数の点滅する灯光を有するフラッシュライン（ｆｌａ
ｓｈ　ｌｉｎｅ）を備えた灯機能５０を提供してもよい。
【００１７】
　一態様では、灯組み立て体は、インモールド成形（ｉｎ－ｍｏｌｄｅｄ）された微視的
画像および／または巨視的画像を備えた灯機能５０を提供してもよい。一態様では、灯組
み立て体は、車両１０の運転室／客室の内部に配置された環境灯を備えた灯機能５０を提
供してもよい。一態様では、灯組み立て体は、車両１０の荷室部分内に荷室灯を備えた灯
機能５０を提供してもよい。一態様では、灯組み立て体は、駐車モード灯を備えた灯機能
５０を提供してもよい。一態様では、灯組み立て体は、例えばドアが開いていること知ら
せる注意灯を備えた灯機能５０を提供してもよい。一態様では、灯組み立て体は、局部的
なレーザーマーキングを備えた灯機能５０を提供してもよい。一態様では、灯組み立て体
は、固体（すなわち白色）の２Ｋ（異なる色、異なる透明度、異なる材料、および同種の
ものを含んでいてもよい、二つの部品のモールド成形）領域を備えた灯機能５０を提供し
てもよい。一態様では、灯組み立て体は、表面テクスチャ加工、レーザーマーキング、局
部的な描画、インクジェット印刷、または同種のものを備えた灯機能５０を提供してもよ
い。一態様では、灯組み立て体は、透明なまたは散光させる２Ｋ領域を備えた灯機能５０
を提供してもよい。一態様では、灯組み立て体は、空力スポイラー上に灯機能５０を提供
してもよい。一態様では、灯組み立て体は、ルーフピラーに上に灯機能５０を提供しても
よい。一態様では、灯組み立て体は、Ｄピラー上に灯機能５０を提供してもよい。一態様
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では、灯組み立て体は、パノラマルーフ上に灯機能５０を提供してもよい。一態様では、
灯組み立て体は、光発色性の灯を備えた灯機能５０を提供してもよい。一態様では、灯組
み立て体は、３Ｋ（異なる色、異なる透明度、異なる材料、および同種のものを含んでい
てもよい、三つの部品のモールド成形）リアクォーターウィンドウの設計機能を備えた灯
機能５０を提供してもよく、このウィンドウの設計機能は、第１の部品であるグレージン
グ、第２の部品である筐体、および第３の部品である設計機能を用いて実装してもよい。
一態様では、灯組み立て体は、安全灯を備えた灯機能５０を提供してもよい。一態様では
、灯組み立て体は、車両灯を規制する特定の国際規格、例えば、ＥＣＥ協定規則第４８号
、およびＳＡＥ規格Ｊ５７８等に準拠した着色灯を備えた灯機能５０を提供してもよい。
一態様では、灯組み立て体は、ＥＣＥ協定規則第４８号において定められた灯を備えた灯
機能５０を提供してもよい。一態様では、灯組み立て体は、ブレーキ灯、転回信号灯、走
行灯、後退灯、霧灯、および／または同種のものを備えた灯機能５０を提供してもよい。
【００１８】
　図２に、本開示の態様に準拠するウィンドウの第１の代表的なプラスチックグレージン
グの正面図を例示する。以下、図２を参照しつつ、車両のウィンドウの代表的なプラスチ
ックグレージング１００を示す。プラスチックグレージング１００は、一つまたは複数の
熱可塑性ポリマーから形成された一体のモノリシック構造であってもよい。好適な熱可塑
性ポリマーの例としては：ポリカーボネート、ポリエステルカーボネート、ポリメチルメ
タクリレート、および同種のものが挙げられる。本開示の一態様によれば、プラスチック
グレージング１００は、ポリカーボネートから形成されていてもよい。プラスチックグレ
ージング１００は、継ぎ目のない、すなわち、視認できるいかなる開口部、接合部、途絶
部、不通部、隙間、および同種のものもない外面を有するものとすることができる。プラ
スチックグレージング１００の矩形形状は、単に例示のためものものであり、プラスチッ
クグレージング１００は、いかなるウィンドウ形状を有するように実装されてもよい。プ
ラスチックグレージングの形状は、平坦であってもよいが、三次元的に様々な程度に複雑
に湾曲していてもよい。
【００１９】
　プラスチックグレージング１００は、車両のフロントウィンドウ１２すなわちフロント
ガラス、車両のサイドウィンドウ２０、車両のリアクォーターウィンドウ１８、車両のリ
アウィンドウ１６、フロントクウォーターウィンドウ２２、および車両のパノラマウィン
ドウ１４、ならびに同種のものを含むいかなる種類のウィンドウとなるように実装しても
よい。異なるタイプの車両用には、他のタイプのウィンドウが想定される。プラスチック
グレージング１００はまた、車両１０のウィンドウとして機能する無色透明部分１０８を
含む。プラスチックグレージング１００は、部分１１０を含んでいてもよい。部分１１０
は、着色されていても、半透明でも、透明でなくとも（すなわち不透明でも）よく、プラ
スチックグレージング１００の背後に位置する一つまたは複数の構造を隠すように、戦略
的に設置されてもよい。
【００２０】
　図２をさらに参照すると、プラスチックグレージング１００は、灯機能５０を伴う車両
１０から外部に灯光を射出するように、さらに構成してもよい。灯機能５０からの灯光は
、無色透明部分１０８および／または部分１１０を通して射出してもよい。一態様では、
プラスチックグレージング１００は、灯機能５０を伴う車両１０の内部に灯光を射出する
ように構成してもよい。
【００２１】
　図３に、本開示の態様に準拠する筐体ユニットを例示する。以下、図３を参照すると、
筐体ユニット２００は、繊維強化ポリマーから形成されていてもよい。本開示の好ましい
態様によれば、筐体ユニット２００は、長ガラス繊維強化ポリプロピレン、例えば、ＳＡ
ＢＩＣ（登録商標）　ＳＴＡＭＡＸ（商標）プラスチックから形成されていてもよい。筐
体ユニット２００は、枠部分２０２及び開口部２０４を含んでいてもよい。
【００２２】
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　プラスチックグレージング１００は、筐体ユニット２００に、接着剤および／または機
械的締結具系（例えば、ネジ、ボルト、および／またはクリップ締結具系）を用いて確実
に固定してもよい。機械的締結具系は、モールド成形された部分品に一体化されていても
よい、またはセパレートであってもよい。使用される接着剤は、典型的には、プラスチッ
ク部品を接着剤で接着するために自動車産業で使用されている市販の接着剤であってもよ
い。そのような接着剤には、例えば、湿潤接着剤、テープを用いた接着剤、コンタクト型
接着剤、ホットメルト接着剤、反応接着剤、または同種ものを挙げてもよい。接着剤の必
要な厚みは、プラスチックグレージング１００および筐体ユニット２００の特定の幾何学
構造によって変わってもよい。接着剤が、熱可塑性条件下で加工できるホットメルト接着
剤である場合には、プラスチックグレージング１００、筐体ユニット２００、およびホッ
トメルト接着剤を、マルチショット射出モールド成形工程中に一つに接着できる場合があ
る。いくつかの態様では、本開示は、筐体ユニット２００を用いない実装を想定している
。
【００２３】
　図３に示すとおり、筐体ユニット２００は、灯ユニット２１４を受容するための一つま
たは複数の空洞を含んでいてもよい。特に、筐体ユニット２００は、灯ユニット２１４を
受容するための空洞２１２を含んでいてもよい。灯ユニット２１４は、点検口を介し、機
械的締結具を用いて筐体ユニット２００内に直接固定することができ、締結具は、モール
ド成形された部分品に一体化されているもの、またはセパレートのもの（例えば、ネジ、
ボルト、および同種ものもの）、接着剤、および／または同種のものである。空洞２１２
は、灯ユニット２１４からの灯光が、限られた空間から外部に漏れ出さないようにするこ
とができる。このように、さらなる空洞（図示せず）が、さらなる灯ユニット２１４を保
持するための空洞２１２のとなりに形成されていてもよく、それらの空洞は、一つの灯ユ
ニット２１４により生成された灯光が、別の灯ユニット２１４用に確保してある空間中に
漏れ出さないようにすることになろう。
【００２４】
　別の態様では、灯ユニット２１４は、筐体ユニット２００の外部に取り付けられていて
もよい。灯ユニット２１４は、点検口を介して、機械的締結具を用いて筐体ユニット２０
０に直接固定することができ、締結具は、モールド成形された部分品に一体化されている
もの、またはセパレートのもの（例えば、ネジ、ボルト、および同種ものもの）、接着剤
、および／または同種のものである。
【００２５】
　特別な態様では、灯ユニット２１４は、筐体ユニット２００内にモールド成形されてい
てもよく、そして／または灯ユニット２１４は、筐体ユニット２００上にオーバーモール
ド成形（ｏｖｅｒ－ｍｏｌｄｅｄ）されていてもよい。この点に関して、灯ユニット２１
４は、筐体ユニット２００内に配置されて、灯光がプラスチックグレージング１００を通
って射出されるようになっていてもよい。例えば、灯ユニット２１４は、一つまたは複数
の発光ダイオード（ＬＥＤ）として実装してもよい。制御および出力用の配線は、筐体ユ
ニット２００内にモールド成形されていてもよい。他のタイプの点灯ユニットもまた想定
されている。この態様では、点灯についての従来の灯の解決策と比較して、灯ユニット２
１４が、パッケージング空間を削減した上記のとおりの灯機能５０を生成することができ
る場合がある。
【００２６】
　別の態様では、灯ユニット２１４は、プラスチックグレージング１００内にモールド成
形されていてもよく、そして／または灯ユニット２１４は、プラスチックグレージング１
００上にオーバーモールド成形されていてもよい。この点に関して、灯ユニット２１４は
、プラスチックグレージング１００内に配置されて、灯光がプラスチックグレージング１
００を通って射出されるようになっていてもよい。例えば、灯ユニット２１４は、一つま
たは複数の発光ダイオード（ＬＥＤ）として実装してもよい。制御および出力用の配線は
、プラスチックグレージング１００内にモールド成形されていてもよい。他のタイプの点
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灯ユニットもまた想定されている。この態様では、灯ユニット２１４は、従来の灯の解決
策と比較して、パッケージング空間を削減した上記のとおりの灯機能５０を生成すること
ができる場合がある。さらなる態様では、プラスチックグレージング１００は、密閉され
カプセル化されてＬＥＤを含む灯ユニット２１４を提供してもよい。灯ユニット２１４は
、プラスチックグレージング１００内に導電性トレースを含む電子回路をさらに含んでい
てもよい。これによって電子回路は、プリント回路基板（ＰＣＢ）、またはその一部分を
、プラスチックグレージング１００内に効果的に形成する場合がある。灯ユニット２１４
のＬＥＤを導電性トレースに結合させて出力および信号を提供し、導電性トレースを介し
て灯ユニット２１４のＬＥＤの起動および／または停止を実行してもよく、本明細書に定
める専用ハードウェアにより制御してもよい。さらなる態様では、筐体ユニット２００は
、上記のプラスチックグレージング１００に関するカプセル化と類似のやり方で、密閉さ
れカプセル化されてＬＥＤを含む灯ユニット２１４を提供してもよい。さらなる態様では
、筐体ユニット２００およびプラスチックグレージング１００は、上記プラスチックグレ
ージング１００に関するカプセル化と類似のやり方で、密閉されカプセル化されてＬＥＤ
を含む灯ユニット２１４を提供してもよい。
【００２７】
　図４は、本開示の態様に準拠する点灯システムを有する、図１に示す第１の代表的なウ
ィンドウグレージングを例示し；図５は、本開示の態様に準拠する点灯システムを有する
、図４に示す第１の代表的なウィンドウグレージングの部分断面図である。特に、図４に
は、内部に灯ユニット２１４を配置させたプラスチックグレージング１００の中または下
に配置された空洞２１２を示す。灯ユニット２１４はさらに、出力および信号の結線（図
示せず）を含み、結線は、筐体ユニット２００内に配置されていてもよい。
【００２８】
　一態様では、灯ユニット２１４は、筐体ユニット２００内にモールド成形されていても
、プラスチックグレージング１００内にモールド成形されていても、またはその両方であ
ってもよい。一態様では、灯ユニット２１４は、筐体ユニット２００のモールド成形され
た空洞２１２内に配置されていても、プラスチックグレージング１００内のモールド成形
された空洞内に配置されていても、またはその両方であってもよい。一態様では、灯ユニ
ット２１４は、筐体ユニット２００に取り付けられていても、プラスチックグレージング
１００に取り付けられていても、またはその両方であってもよい。
【００２９】
　灯ユニット２１４は、灯光を生成して導光体４０２に提供してもよい。導光体４０２は
、部分１１０上でプラスチックグレージング１００全体にわたり広がっていてもよい。代
わりにまたはさらに、導光体４０２は、無色透明部分１０８全体にわたり広がっていても
よい。代わりにまたはさらに、導光体４０２は、筐体ユニット２００全体にわたり広がっ
ていてもよい。
【００３０】
　導光体４０２は、灯ユニット２１４からの灯光を受容してもよい。導光体４０２は、灯
ユニット２１４からの灯光を透過させ、この灯光を所定位置に送達するように構成して、
灯機能５０を提供するようにしてもよい。この点に関して、導光体４０２は、単にその端
部部分に灯光を送達するように構成されていてもよい
【００３１】
　代わりにまたはさらに、導光体４０２は、灯機能５０のように、その長さにそって灯光
を射出するように構成されていてもよい。導光体４０２は、直線状すなわち真っ直ぐな構
造を持つものとして示してある。しかしながら、導光体４０２は、所望に応じて灯機能５
０を提供するようないかなる所望の形状を有していてもよい。
【００３２】
　図５に示すとおり、導光体４０２は、モールド成形された部品５０２により保持されて
いてもよい。モールド成形された部品５０２は、部分１１０と同一の成型ショットにおい
て製造されてもよく、よって製造の複雑さやコストが削減される。モールド成形された部
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品５０２は、図５に示すように、部分１１０から延びてフック部で終端していてもよい。
導光体４０２を保持するようにモールド成形された部品５０２の他の構造もまた想定され
る。あるいは、導光体４０２は部分１１０に、接着剤、機械的締結具、または同種のもの
により、単に取り付けられていてもよい。機械的締結具は、モールド成形された部分品に
一体化されていても、またはセパレート（例えば、ネジ、ボルト、および同種のもの）で
あってもよい。
【００３３】
　別の態様では、導光体４０２は、モールド成形されて筐体ユニット２００上に配置され
た部品５０２により、保持されていてもよい。モールド成形された部品５０２は、筐体ユ
ニット２００と同一の成型ショットにおいて製造されてもよく、よって製造の複雑さやコ
ストが削減される。モールド成形された部品５０２は、筐体ユニット２００から延びてフ
ック部分で終端していてもよい。導光体４０２を保持するようにモールド成形された部品
５０２の他の構造もまた想定される。あるいは導光体４０２は筐体ユニット２００に、接
着剤、機械的締結具、または同種のものにより、単に取り付けられていてもよい。機械的
締結具は、モールド成形された部分品に一体化されていても、またはセパレート（例えば
、ネジ、ボルト、および同種のもの）であってもよい。
【００３４】
　図６に、本開示の一態様に準拠する点灯システムを有する第２の代表的なウィンドウグ
レージングを例示する。特に、図６には、内部に灯ユニット２１４を配置させたプラスチ
ックグレージング１００の中または下に配置された空洞２１２を示す。灯ユニット２１４
はさらに、出力および信号の結線（図示せず）を含み、結線は、筐体ユニット２００およ
び／またはプラスチックグレージング１００内に配置されていてもよい。一態様では、灯
ユニット２１４は、筐体ユニット２００内にモールド成形されていても、プラスチックグ
レージング１００内にモールド成形されていても、またはその両方であってもよい。一態
様では、灯ユニット２１４は、筐体ユニット２００の空洞２１２内にモールド成形されて
いても、プラスチックグレージング１００内の空洞内にモールド成形されていても、また
はその両方であってもよい。一態様では、灯ユニット２１４は、筐体ユニット２００に取
り付けられていても、プラスチックグレージング１００に取り付けられていても、または
その両方であってもよい。
【００３５】
　灯ユニット２１４は、無色透明部分１０８内に、空洞２１２に隣接した縁を通して灯光
を射出してもよい。代わりにまたはさらに、灯ユニット２１４は、無色透明部分１０８の
表面上に灯光を射出するよう配置されていてもよい。いずれの場合でも、灯光は、無色透
明部分１０８上の部分６０４まで透過することになる。部分６０４は、灯ユニット２１４
から射出された灯光を受容する画像６０８および／または文６０６を含んでいてもよい。
画像６０８および／または文６０６は、レーザーマーキングによる画像またはテクスチャ
加工された表面により形成されていてもよい。いずれの場合も、画像６０８および／また
は文６０６は、灯ユニット２１４からの灯光を受容して、レーザーマーキングまたはテク
スチャ加工された表面による画像６０８および／または文６０６を照明してもよい。一態
様では、画像６０８および／または文６０６は、灯ユニット２１４からの灯光を受容し、
その灯光を散乱、拡散、および／または反射させて、レーザーマーキングまたはテクスチ
ャ加工された表面による画像６０８を照明するようにしてもよい。
【００３６】
　一態様では、画像６０８および／または文６０６は、それを取り囲むプラスチックグレ
ージング１００の隆起したまたはエンボス加工された領域であってもよい。一態様では、
画像６０８および／または文６０６は、無色透明な、着色された、透明な、半透明の、お
よび／または非透明なものとなるように選択することができる。一態様では、画像６０８
および／または文６０６は半透明であって、プラスチックグレージング１００の背後に配
置された灯が、特に暗闇の場合には半透明部分を通して輝いて、視認性を高めるようにな
っていてもよい。一態様では、画像６０８および／または文６０６は、熱可塑性ポリマー
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から形成されていてもよく、プラスチックグレージング１００を形成する射出モールド成
形工程の一部分として形成されてもよい。
【００３７】
　図７に、本開示の一態様に準拠する点灯システムを有する第３の代表的なウィンドウグ
レージングを例示する。プラスチックグレージング１００は、車両１０のテールランプ、
補助ブレーキ灯、カーテーシー灯、ブレーキ灯、または同種のものの部分として機能する
第１の無色透明なまたは着色された部分１０２を含んでいてもよい。灯ユニット２１４か
らプラスチックグレージング１００の部分１０２を通って射出される灯光は、車両照明を
規制する特定の国際規格、例えば、ＥＣＥ協定規則第４８号およびＳＡＥ規格Ｊ５７８に
準拠して、着色された灯光として射出してもよい。部分１０２および灯ユニット２１４は
、赤色の灯光を生成してもよい一方で、部分１０２および灯ユニット２１４はまた、他の
色、例えば、黄色またはコハク色等を有する灯光を生成するように設計してもよいことは
、当業者に理解されるであろう。これらの色はまた、ＥＣＥ協定規則第４８号とともに他
の国際規格に定義されている。もちろん他の色が、灯ユニット２１４とともに部分１０２
により射出されてもよい。
【００３８】
　図８に、図７の第１の態様の断面図を例示する。灯ユニット２１４はさらに、前記のと
おりの灯光を導光体４０２に提供してもよい。前記のとおりに取り付けられ配置されてい
る導光体４０２。導光体４０２は、光８０４を車両１０の内部に射出する構成を有する端
部８０２において終端していてもよい。前記のとおりの灯機能５０を提供する灯光８０４
。例えば、灯機能５０を提供する灯光８０４は、ウェルカム灯またはカーテーシー灯、室
内読書灯、特注可能な個別の灯、環境灯、荷室灯、パノラマルーフ灯、または同種のもの
を含んでいてもよい。灯光８０４は、灯ユニット２１４に一致した色を有していてもよい
。あるいは、灯光８０４は、導光体４０２、端部８０２、または同種のものの中に配置さ
れた着色部分を通って射出されて、所望の色を提供するようにしてもよい。灯ユニット２
１４はまた、上に言及したとおりの灯光８０８を、部分１０２を通して射出してもよい。
【００３９】
　図９に、図７の第２の態様の断面図を例示する。灯ユニット２１４はさらに、前記のと
おりの灯光を導光体４０２に提供してもよい。前記のとおりに取り付けられ配置されてい
る導光体４０２。導光体４０２は、灯光９２０を車両１０から外部に射出する構成を有す
る端部８０２において終端していてもよい。前記のとおりの灯機能５０を提供する灯光９
２０。例えば、サイド識別灯、ウェルカム灯、外灯、サイド標識灯、駐車モード灯、ルー
フピラー灯、リアクォーターウィンドウ灯、安全灯、および／または同種のものを提供す
る灯光９２０。それは、装飾的なグラフィック、ロゴ、または同種のものの照明を提供し
てもよい。このグラフィックまたはロゴは、部分１１０内、グレージング１０８内、また
は両方にインモールド成形されていてもよく、またはそれは、セパレートの実体であって
もよい。灯光９２０は、灯ユニット２１４に一致した色を有していてもよい。あるいは、
灯光９２０は、導光体４０２、端部８０２、または同種のものの中に配置された着色部分
を通って射出されて、所望の色を提供するようにしてもよい。灯ユニット２１４はまた、
上に言及したとおりの灯光８０８を、部分１０２を通して射出してもよい。
【００４０】
　図９をさらに参照すると、灯光９２０は、部分９３０を通って射出されてもよい。一態
様では、部分９３０は、端部８０２から灯光を常に射出するように構成されていてもよい
。別の態様では、部分９３０は、遮断機構９１０を含んでいてもよい。遮断機構９１０は
、図９に示すとおりの第１の位置を有していてもよく、この位置により、灯光９２０を端
部８０２から射出することが可能になる。遮断機構９１０は、灯光９２０が端部８０２か
ら射出されないようにする第２の位置（図示せず）を有していてもよい。この点に関して
、遮断機構９１０を移動させて、または延ばして部分９３０を覆うことにより、灯光９２
０が部分９３０を通って射出されないよう遮断してもよい。
【００４１】
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　遮断機構９１０は、第１の位置から第２の位置に、乗客または運転者の操作により手動
で摺動させてもよい。遮断機構９１０は、第１の位置から第２の位置に、専用ハードウェ
アの操作により自動的に摺動させてもよい。遮断機構９１０は、第１の位置から第２の位
置に、ソレノイド、サーボ、または同様の電気機械的部品の操作により摺動させてもよい
。
【００４２】
　灯ユニット２１４は、一つまたは複数の灯部品、例えば、白熱電球、蛍光ランプ、ガス
放電ランプ、一つまたは複数のＬＥＤ、および同種のもの等を含んでいてもよい。灯ユニ
ット２１４はさらに、駆動回路、出力の結線、信号の結線、および同種のものを含んでい
てもよい。灯ユニット２１４の信号の結線は、無線により実装して、制御および命令の信
号を本明細書に定めるとおりの通信チャネル上で受信してもよい。駆動回路は、灯ユニッ
ト２１４のそれぞれ個々の灯の状態を制御することを含め、灯ユニット２１４を制御する
専用ハードウェアを含んでいてもよく、この状態は、色、点滅、および同種のものを含ん
でいてもよいものである。
【００４３】
　さらに、プラスチックグレージング１００を含むウィンドウは、車両、例えば車両１０
の機能に関連する様々な他の部品をさらに含んでいてもよい。例えば、プラスチックグレ
ージング１００は、スポイラー部分および支持部材をさらに含んでいてもよい。支持部材
は、筐体ユニット（例えば、筐体ユニット２００）の部分品であってもよく、これは、プ
ラスチックグレージング１００の背後に配置されて、灯ユニット２１４および同種のもの
を支持しているものである。スポイラー部分は、さらなる熱可塑性のポリマーから形成さ
れていてもよく、接着剤または機械的締結具系を用いて主体に取り付けられていてもよい
。機械的締結具系は、モールド成形された部分品に一体化されたもの、またはセパレート
のもの（例えば、ネジ、ボルト、および同種のもの）であってもよい。スポイラー部分は
、灯機能５０に関連する灯光を射出してもよい。
【００４４】
　さらに、灯ユニット２１４を利用した本開示のいかなる態様も、装飾的なグラフィック
、ロゴ、または同種のものの照明を提供するように構成されていてもよい。このグラフィ
ックまたはロゴは、部分１１０内、グレージング１０８内、または両方にインモールド成
形されていてもよく、またはセパレートの実体であってもよい。
【００４５】
　本開示の特定の態様によれば、本明細書に開示のウィンドウ組み立て体は、熱可塑性ポ
リマー層の最上部にさらなる層を含んでいてもよい。例えば、耐ひっかき性を高める層を
、プラスチックグレージングの外面に追加してもよい。別の実施例として、熱可塑性ポリ
マー層をさらに支持するためのさらなる層を、プラスチックグレージングの内面にも追加
してもよい。このさらなる層は、プラスチック、金属、またはウィンドウの構造強度を高
める他の材料から形成されていてもよい。
【００４６】
　上記のとおり、プラスチックグレージング１００は、モールド成形工程を用いて製造し
てもよい。特別な態様では、マルチショット射出技術を使用してプラスチックグレージン
グ１００を形成してもよい。第１のショットでは、無色透明な透光性材料を、第１の容積
を有するモールドの空洞内に射出して、無色透明部分１０８を形成してもよい。無色透明
部分１０８が形成された後、モールドの空洞を調整して第２の容積などにして、材料のさ
らなるショットを受容するようにしてもよい。第２のショット（または第３のショット）
では、部分１１０用の黒色または他の色の不透明な材料をモールドの空洞内に射出して、
無色透明な透光性材料と接着させてもよい。二つの材料を、メルト接着を通じて一つに接
着させてもよい。すなわち、射出された不透明な材料からの熱により、すでに硬化してい
る無色透明の透光性材料の表面を溶融させて、冷えたときに二つの材料の間に接着部が形
成されるようにしてもよい。マルチショット射出モールド成形のいかなる一工程の最中に
あっても、モールド成形された部品５０２、空洞２１２、着色部分１０２、または本開示
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における記載のいかなる他の態様が形成されてもよく、よって製造工程のコストや煩雑さ
が低減される。マルチショット射出モールド成形のいかなる一工程の最中にあっても、灯
ユニット２１４または本開示に記載のいかなる他の態様が挿入されてモールドイン成形さ
れてもよく、よって製造工程のコストや煩雑さが低減される。
【００４７】
　本開示に一致するように製造された灯機能５０の実装により、一体化しない実装と比較
して１０％～１５％よりも大きな重量削減ができることがわかった。
【００４８】
　本開示が、以下の実施例のいずれか一つ、およびその全てにいたるまでを含んでいても
よいことは理解されよう。
【実施例１】
【００４９】
　灯機能を有する車両のウィンドウのプラスチックグレージングであって、プラスチック
グレージングが：第１の車両ウィンドウグレージング部品と；前記第１の車両ウィンドウ
グレージング部品上にモールド成形された第２の車両ウィンドウグレージング部品と；灯
機能用の灯光を生成するように構成された灯ユニットとを含み；前記灯ユニットが、以下
の：前記第１の車両ウィンドウグレージング部品および前記第２の車両ウィンドウグレー
ジング部品の少なくとも一つと一体化されており；さらに前記灯ユニットが、以下の：前
記第１の車両ウィンドウグレージング部品および前記第２の車両ウィンドウグレージング
部品の少なくとも一つを通してまたはそこから前記灯機能用の灯光を誘導するように構成
されており、前記プラスチックグレージングが、モールド成形された一体のプラスチック
構造であり；前記第１の車両ウィンドウグレージング部品および前記第２の車両ウィンド
ウグレージング部品の少なくとも一つが、半透明または透明である、プラスチックグレー
ジング。
実施例２
【実施例２】
【００５０】
　前記灯ユニットが、以下の：前記第１の車両ウィンドウグレージング部品および前記第
２の車両ウィンドウグレージング部品の少なくとも一つの上に支持されており、前記ウィ
ンドウが、以下の：フロントウィンドウ、サイドウィンドウ、リアクォーターウィンドウ
、リアウィンドウ、フロントクウォーターウィンドウ、およびパノラマウィンドウの少な
くとも一つを含む、実施例１に記載のプラスチックグレージング。
【実施例３】
【００５１】
　前記プラスチックグレージングが、前記灯ユニットを支持するように構成されている筐
体ユニットに取り付けられており、前記筐体ユニットが、繊維強化ポリマーを含む、実施
例１～２のいずれか一例に記載のプラスチックグレージング。
【実施例４】
【００５２】
　前記灯ユニットからの灯光を受容するように構成された導光体をさらに含み、前記導光
体が、以下の：前記受容された灯光を、その長さに沿って射出して前記灯機能を提供する
こと、前記灯光をその端部に送達して車両の内部に前記灯機能を提供すること、および前
記灯光をその端部に送達して前記車両から外部に灯機能を提供すること、の一つを行うよ
うに構成されている、実施例１～３のいずれか一例に記載のプラスチックグレージング。
【実施例５】
【００５３】
　前記導光体を保持するように構成された、モールド成形された部品を含み、前記モール
ド成形された部品が、以下の：前記第１の車両ウィンドウグレージング部品および前記第
２の車両ウィンドウグレージング部品の少なくとも一つの中にモールド成形されている、
実施例１～４のいずれか一例に記載のプラスチックグレージング。
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【実施例６】
【００５４】
　第１の位置における前記導光体から射出された灯光を遮断し、第２の位置における前記
導光体から灯光を射出可能にするよう構成された光遮断機構をさらに含む、実施例１～５
のいずれか一例に記載のプラスチックグレージング。
【実施例７】
【００５５】
　前記第１の車両ウィンドウグレージング部品および前記第２の車両ウィンドウグレージ
ング部品の一つまたは複数の部分がレンズを形成し、前記灯ユニットが、前記レンズを通
して灯光を射出するとともに前記灯機能用の前記導光体を通して灯光を射出するように構
成されている、実施例１～６のいずれか一例に記載のプラスチックグレージング。
【実施例８】
【００５６】
　前記第１の車両ウィンドウグレージング部品および前記第２の車両ウィンドウグレージ
ング部品の少なくとも一つが、前記灯ユニットから受容された灯光を拡散、散乱、または
反射させるように構成された表面を含み、前記表面が、以下の：テクスチャ加工された表
面およびレーザーマーキングされた表面の少なくとも一つを含む、実施例１～７のいずれ
か一例に記載のプラスチックグレージング。
【実施例９】
【００５７】
　前記灯ユニットが、発光ダイオード（ＬＥＤ）を含み、前記ＬＥＤが、以下の：前記第
１の車両ウィンドウグレージング部品よび前記第２の車両ウィンドウグレージング部品の
少なくとも一つの中にモールド成形されている、実施例１～８のいずれか一例に記載のプ
ラスチックグレージング。
【実施例１０】
【００５８】
　前記灯機能が、以下の：サイド識別灯、外灯、サイド標識灯、駐車モード灯、ルーフピ
ラー灯、リアクォーターウィンドウ灯、ウェルカム灯、室内読書灯、特注可能な個別の灯
、環境灯、荷室灯、パノラマルーフ灯、ブレーキ灯、転回信号灯、走行灯、後退灯、霧灯
、および安全灯の少なくとも一つを含む、実施例１～９のいずれか一例に記載のプラスチ
ックグレージング。
【実施例１１】
【００５９】
　灯機能を有する車両のウィンドウのプラスチックグレージングを製造する工程であって
、第１の車両ウィンドウグレージング部品をモールド成形することと；前記第１の車両ウ
ィンドウグレージング部品上にモールド成形された第２の車両ウィンドウグレージング部
品をモールド成形することと；前記灯機能用の灯光を生成するように構成された灯ユニッ
トを、以下の：前記第１の車両ウィンドウグレージング部品および前記第２の車両ウィン
ドウグレージング部品の少なくとも一つと一体化させることと；前記灯ユニットを、以下
の：前記第１の車両ウィンドウグレージング部品および前記第２の車両ウィンドウグレー
ジング部品の少なくとも一つを通してまたはそこから前記灯機能用の灯光を誘導するよう
に配置させることとを含み、前記第１の車両ウィンドウグレージング部品および前記第２
の車両ウィンドウグレージング部品の少なくとも一つが半透明または透明である、工程。
実施例１２
【実施例１２】
【００６０】
　前記灯ユニットが、以下の：前記第１の車両ウィンドウグレージング部品および前記第
２の車両ウィンドウグレージング部品の少なくとも一つの上に支持されており、前記ウィ
ンドウが、以下の：フロントウィンドウ、サイドウィンドウ、リアクォーターウィンドウ
、リアウィンドウ、フロントクウォーターウィンドウ、およびパノラマウィンドウの少な



(15) JP 6732912 B2 2020.7.29

10

20

30

40

50

くとも一つを含む、実施例１１に記載の工程。
【実施例１３】
【００６１】
　前記プラスチックグレージングが、前記灯ユニットを支持するように構成されている筐
体ユニットに取り付けられており、前記筐体ユニットが繊維強化ポリマーを含む、実施例
１１～１２のいずれか一例に記載の工程。
【実施例１４】
【００６２】
　前記灯ユニットからの灯光を受容するように構成された導光体を提供することをさらに
含み、前記導光体が、以下の：前記受容された灯光を、その長さに沿って射出して前記灯
機能を提供すること、前記灯光をその端部に送達して前記灯機能を車両の内部に提供する
こと、および前記灯光をその端部に送達して前記灯機能を前記車両の外部に提供すること
、の一つを行うように構成されている、実施例１１～１３のいずれか一例に記載の工程。
【実施例１５】
【００６３】
　前記導光体を保持するように構成されたモールド成形部品をモールド成形することをさ
らに含み、前記部品が、以下の：前記第１の車両ウィンドウグレージング部品および前記
第２の車両ウィンドウグレージング部品の少なくとも一つの中にモールド成形されている
、実施例１１～１４のいずれか一例に記載の工程。
【実施例１６】
【００６４】
　第１の位置における前記導光体から射出された灯光を遮断し、第２の位置における前記
導光体から灯光を射出可能にするよう構成された光遮断機構を配置することをさらに含む
、実施例１１～１５のいずれか一例に記載の工程。
【実施例１７】
【００６５】
　前記第１の車両ウィンドウグレージング部品および前記第２の車両ウィンドウグレージ
ング部品の一つまたは複数の部分がレンズを形成し、前記灯ユニットが、前記レンズを通
して灯光を射出するとともに前記灯機能用の前記導光体を通して灯光を射出するように構
成されている、実施例１１～１６のいずれか一例に記載の工程。
【実施例１８】
【００６６】
　前記第１の車両ウィンドウグレージング部品および前記第２の車両ウィンドウグレージ
ング部品の少なくとも一つが、前記灯ユニットからの灯光を拡散、散乱、または反射させ
るように構成された表面を含み、前記表面が、以下の：
テクスチャ加工された表面およびレーザーマーキングされた表面の少なくとも一つを含む
、実施例１１～１７のいずれか一例に記載の工程。
【実施例１９】
【００６７】
　前記灯ユニットが、発光ダイオード（ＬＥＤ）を含み、前記工程が前記ＬＥＤを以下の
：前記第１の車両ウィンドウグレージング部品および前記第２の車両ウィンドウグレージ
ング部品の少なくとも一つの中にモールド成形することをさらに含む、実施例１１～１８
のいずれか一例に記載の工程。
【実施例２０】
【００６８】
　前記灯機能が、以下の：サイド識別灯、外灯、サイド標識灯、駐車モード灯、ルーフピ
ラー灯、リアクォーターウィンドウ灯、ウェルカム灯、室内読書灯、特注可能な個別の灯
、環境灯、荷室灯、パノラマルーフ灯、ブレーキ灯、転回信号灯、走行灯、後退灯、霧灯
、および安全灯の少なくとも一つを含む、実施例１１～１９のいずれか一例に記載の工程
。
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【００６９】
　概して、本明細書に開示されているシステムおよび方法はどちらか一方が、本明細書に
記載されているいかなる適切な部品を含んでいても、それらからなっていても、または本
質的になっていてもよい。さらにまたは代わりに、本開示は、従来技術の部品において使
用されているいかなる部品も、またはそれ以外に開示の機能および／または目的の実現に
必要ではないいかなる部品も回避するように、または実質的に使用しないように設計して
もよい。
【００７０】
　本明細書における値の範囲の列挙は、それ以外に本明細書に表示されていない限り、そ
して各別個の値が、本明細書にあたかも個々に列挙されているかのごとく明細書に援用さ
れていない限り、その範囲内に収まる各別個の値を個々に参照する簡略な方法としての役
割を果たすことを意図しているにすぎない。本明細書に記載のすべての方法は、それ以外
に本明細書に表示されていない限り、またはそれ以外に文脈によって明らかに否定されて
いない限り、いかなる好適な順序でも実行することができる。
【００７１】
　いかなる熱可塑性材料も、本明細書に開示されている方法を用いて加工できることは理
解されよう。例えば、ポリマーは、ポリフェニレンエーテル系樹脂、ポリアセタール系樹
脂、ポリアミド系樹脂、ポリスチレン系樹脂、ポリメチルメタクリレート系樹脂、ポリア
クリロニトリル系樹脂、ポリエステル系樹脂、ポリカーボネート、ポリフェニレンスルフ
ィド、ポリエーテルイミド、ポリエーテルスルホン、ポリスルホン、ポリエーテル（エー
テル）ケトン、ポリオレフィン系樹脂、ポリエチレンテレフタレート系樹脂（ＰＥＴ）、
ポリｐ－フェニレン系樹脂、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）系樹脂、ポリテトラフルオロエチ
レン（ＰＴＦＥ）系樹脂、および前出の少なくとも一つを含む組み合わせを含むことがで
きる。
【００７２】
　本開示の態様は、灯ユニット２１４を制御する専用ハードウェアを伴う通信チャネルを
含んでいてもよく、それらのチャネルは、いかなる種類の有線または無線電子通信ネット
ワーク、例えば、有線／無線ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、近距離通信（ＮＦ
Ｃ）、携帯電話ネットワーク、パーソナルコミュニケーションサービス（ＰＣＳ）、既知
のプロトコルを使用する、例えばモバイルコミュニケーション向けグローバルシステム（
ＧＳＭ）、ＣＤＭＡ（符号分割多元接続）、ＧＳＭ／ＥＤＧＥおよびＵＭＴＳ／ＨＳＰＡ
ネットワーク技術、ロング・ターム・エボルーション（ＬＴＥ）、５Ｇ（第５世代モバイ
ルネットワークまたは第５世代ワイヤレスシステム）、ＷｉＭＡＸ、ＨＳＰＡ＋、Ｗ－Ｃ
ＤＭＡ（広帯域符号分割多元接続方式）、ＣＤＭＡ２０００（Ｃ２ＫまたはＩＭＴマルチ
キャリア（ＩＭＴ　Ｍｕｌｔｉ‐Ｃａｒｒｉｅｒ（ＩＭＴ‐ＭＣ））としても知られてい
るもの）、ワイヤレス・フィデリティ（Ｗｉ－Ｆｉ）、ブルートゥース（Ｂｌｕｅｔｏｏ
ｔｈ）(登録商標)、および／もしくは同種のもの、ならびに／またはそれらの二つ以上の
組み合わせ等であってもよい。
【００７３】
　さらに本開示の様々な態様に準拠して、本明細書に記載の方法は、マイクロプロセッサ
ー、ＰＣ、ＰＤＡ、半導体、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、プログラマブル・ロジ
ックアレイ、および本明細書に記載の方法を実装する他のハードウェア装置を含むがそれ
らには限定されない専用ハードウェアの実装を用いた操作を意図している。
【００７４】
　例示された態様に関連して記載された本開示の態様は、例示という方法で示されたもの
であり、したがって本開示は、開示された態様に制限されることが意図されているわけで
はない。さらには、本開示に記載の各態様の構造および機能は、本明細書に記載の他の態
様にも当てはめることができる。したがって、添付の特許請求の範囲に記載のとおり、本
開示が、本開示の趣旨と範囲内に含まれるあらゆる修正例、および代わりの構成を包含す
ると意図されていることは、当業者には理解されるであろう。
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